
  

 

第１３７４回 例会 ２０１９年（令和元年）８月２６日 

（会員増強・新クラブ結成推進月間） 

 

前回（８月１９日）例会記録  

◇プログレス 藤井 宏明 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  北野 克己 親睦委員       

  ゲスト：２名 地区外：０名 地区内：２名 合計：４名 

  ゲスト：IM第５組 ガバナー補佐 木越 正司 様  

同   ガバナー補佐エレクト 柿本 円 様 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

皆様こんにちは。 

ゲスト・ビジターの皆様、ようこそいらっしゃいました。 

また木越ガバナー補佐様、柿本ガバナー補佐エレクト様、本日は午前中から長時間ご一緒頂き

ます。ご多用中ありがとうございます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

さて、会長就任年度も１か月半が経過し、本日はこの後ガバナー補佐 木越 様と、ガバナー 

補佐エレクト 柿本 様にご同席頂き、年度始めのクラブ協議会が開催されます。 

 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 岡野 秀章 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「我等の生業」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ バズセッション 「会員増強委員会」 

・ことりのうた 

・故郷を離るる歌 

・小ぎつね 



 

会長をなさった方はよくご存知と思いますが、ロータリーの会長は就任２年前に「副会長」「ノミニー」として選出され、 

前年度の「エレクト」を経て会長に就任するという手続きを踏みます。 

実はこの就任までの期間、特に直前１年間に、PETSと呼ばれる研修への出席や、クラブの基本方針策定、委員長 

人事など、非常に多くの意思決定や活動をする必要があります。 

実はこのような方法はロータリーの他の場面でも非常に似ています。 

例えば、私が前年度拝命していた「地区社会奉仕委員長」も、就任前年１年弱の役割が非常に多く、就任前には既に 

「終わった」感があったのを覚えています。ということで、実際のところ、たった１か月半の経過ではありますが、感覚的 

には「半分終えた」くらいの安堵感があります（もちろん油断はしておりませんが）。 

とはいうものの、私のような者がそうやって安穏としておられるのは、皆さまの支えがあってこそです。 

誰もが驚く幹事の人選を笑って引き受けて下さった甚田さん、また司会席に立って頂くだけで会場が和やかかつ引き 

締まる SAA俣野さん、年数が浅いにも関わらず、既に「名親睦委員長」の呼び名が高い山川さん、厳しい時代の会員 

増強に大変頑張って頂いている清水さん、また「なんでもやるから」とありがたいお言葉を頂戴した片岡さんはじめ、 

始まってすぐにもかかわらず、全員ご紹介しなければならないほどたくさんの皆さまのお陰で「楽な会長」で残り 

１０ケ月程を終えられそうな気がしております。 

さらに良い話があります。 

先日、吉本さんが公約通り私の事務所にいらっしゃいまして、大変有意義な話ができました。正直いって、私が入会させて 

頂いた１０年前は「毎回出席がめんどくさいな」という気持ちが先に立ってこんなことは思いもつきませんでした（とはいうもの

の、一応最初の年度はホームクラブ１００％出席です）。今思えば、先輩方にもっと積極的にお話を伺っておけばもっともっと

自身も成長が早かったのではないかと感じる次第です。吉本さんには、ちょっとした極秘任務をその際お願いしました。 

増強にもつながる楽しいプランなので、特に若手会員の皆さんは大変お忙しい所恐縮ですが是非ご協力下さい。 

増強につながるイベントといえば、バリ島での支援活動があります。 

前回、私の不慣れでお話する時間が足りなかったため、改めてお話致します。 

日程は１０月１２日土曜日の朝関空を出発、１６日水曜日の早朝に関空着です。 

今回はなんと、澤田さんに初めてご参加頂くことができ、歯ブラシを寄付の上皆で子供と触れ合いながら歯磨き講習を行う 

ことになっています。 

もちろん、例年通り小学校への衛生設備の寄付も、ご予算を認めて頂いて実施致します。 

おそらく参加表明にはまだギリギリ間に合うと思いますので、本日この後すぐにでもお知らせ下さい。 

それでは会長の時間を終わります。 

 

３．ニコニコ報告  原山 歩 親睦委員 

山川 会員・・・・８月２４日（土）家族懇親会宜しくお願いします。晴れますように!! 

原山、沖、俣野、清水、新川、林、岡野、宮原、井澤、北野、松永、片岡、大嶋、小山、吉本、大磯、平山、岡本(真)、 

中村、甚田、塩尻、岡本(茂)、 

各会員・・・・IM第５組ガバナー補佐 木越正司様 ガバナー補佐エレクト 柿本円様をお迎えして 

 

４．委員会報告 

◎ 国際奉仕委員会 岡本 真太郎 委員 

既にご案内済みの「バリ島国際奉仕プロジェクト視察」について、再度ご案内させて頂きます。 

日程は、10月 12日（土）出発 10月 16日（水）朝帰国 となります。既に 6名の方から参加表明頂いておりますが、 

過去に参加頂いた方は勿論、一度もご参加頂いて居られない方に関しては是非ともご参加お待ちして居ります。 

締め切りは 8月26日（月）になりますので、よろしくお願い致します。 



 

 

◎ 米山奨学委員会 岡本 真太郎 前カウンセラー 

前年度まで 2年に渡り支援を行って参りましたフレディアント君とは、彼が米山奨学生を卒業してからも個人的に連絡を 

取り合っております。 

先日彼から「大学院へ行ったのは間違いだったかもしれない」と、気になる連絡が来たので藤井会員と共にインドネシア 

料理屋で食事をして参りました。 

彼の悩みは、ロータリーからの奨学金が終わって、他の奨学金を申し込んだりもしたが上手く行かず、学費を稼ぐために 

空いている時間全てをバイトに当てているが、大学院の方も忙しく先日教授から「君は勉強の為に日本に来たのか、 

バイトをする為に日本に来たのか」と叱責を受け、酷く落ち込んだとの事でした。 

彼は親から一切の支援を受けていない為、ロータリーの奨学金の貯えと、バイト代のみで学費と生活費を賄っています。 

留学生の労働時間は週28時間という法の縛りがある為、収入は多くても月 100,000～110,000円です。 

収入はこれが全てになります。 

9月から卒業を迎える再来年の 3月まで（19ヶ月）の出費は、学費残金 1,500,000円（500,000円は米山奨学金の貯えで 

支払済み）・家賃570,000円（月30,000円）・生活費 570,000円（月 30,000円）合計2,640,000円 延べて月額にすると 

140,000円ほどになります。 

上記からもお分かり頂ける様に、毎月 30,000～40,000円の赤字となります。 

今、彼は法を犯して、バイトで 130,000～140,000円の収入を得て生活をしています。しかし、研究との両立が出来なくなり 

苦しんで、私に愚痴をこぼしてきたのです。まだ米山奨学金の貯えが多少あります。しかしながら、これに手を付けてしまうと

万が一病気になった時に病院すら行けなくなってしまいます。 

地区によっては、支援の延長が認められているようですが、2660地区は申請をしていないのでクラブの支援延長は出来 

ません。 

地区米山奨学委員会の清水さん、前米山奨学委員長の宮原さんから、有志で支援しようと言うお話が上がっております。 

9月理事会でクラブ方針を決めて頂き、一刻も早く何かしらフレディアント君に話してやることが出来ればと思いますので、 

理事会でご検討の程よろしくお願い致します。 

 

５．出席報告 藤井 宏明 副ＳＡＡ 

会員総数 ３４名 出席率計算会員数 ３４名 出席会員数 ２８名 出席率 ８２％ 

第１３７２回（７月２９日） 修正出席率 ９４％ 

 

 

                         ★９月例会予定★ 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

 ２  

基本的教育と識

字率向上月間/

ロータリーの友

月間 

 

原山                                                            卓話： 

四宮孝郎ガバナー 

 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会６階「桃の間」１３：４０～１４：４０ 

事前懇談会６階「桃の間」１１：３０～１２：２０ 

９ 

 

原山   

                              

卓話：山川会員 「今日も楽しい」  

３０ 原山  フリートーク 「おおロータリー」 

 

 


